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研究要旨 繰り返し生じる幻視はレビー小体型認知症 (DLB) の中核的な臨床特徴の

一つである．幻視は他の変性性認知症性疾患との鑑別に重要な症状である．これまで幻

視の症状は介護者への構造化質問法などの間接的な評価法が一般的に使用されてきた．

しかしもし患者から直接的に幻視を検出することができれば，鑑別診断や治療の効果の

判定に有用であろう．我々は幻視に類似した特徴を持つパレイドリアと呼ばれる錯視を

検出・測定する 2種類のパレイドリアテスト（風景版，ノイズ版）を開発し，DLB,アル

ツハイマー病（AD）,健常者に施行した．その結果，風景版はノイズ版に比して感度が

高く，DLB と AD の鑑別精度が高かった．一方ノイズ版は幻視とのより強い関係が示唆

され，さらに薬物治療前後の症状の変化の検出力に優れていた．よって両方のテストを

組み合わせた評価法を臨床で使用することが，鑑別診断および幻視の症状評価に有用で

あると考えられた． 
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に診療者が患者が幻視を体験する場面に遭遇することは稀である．幻視の評価法として

Neuropsychiatric Inventory (NPI) 

ているが，介護者・同居者の観察や判断に依存するため，しばしば幻視の過小評価につ
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図１ (A)風景版パレイドリアテスト，(B)ノイズ版パレイドリアテスト 
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